
花嫁の手紙　添削レポート ※（　）内の文字は、必要があれば入れてください。

本日はご多忙中のところ、私達の結婚披露宴にお越しいただきまして、誠にありがとうございました。皆様には、

心のこもったお励ましやお祝いのお言葉を頂戴し感謝申し上げます。

お父さんとお母さんが私のことをずっと支えてくれ、今日を迎えることができました。この場をお借りして両親へ

の感謝の手紙を読ませていただきたいと思います。

私達の為に、朝早くから毎日一生懸命働いてくれて、ここまで育ててくれたおとうさん。

夜遅いときは、駅まで毎日迎えにきてくれたり、いろんなところに連れていってくれたりと時間を作ってくれて

本当に心から感謝しています。

喧嘩をして家を飛び出してしまい心配をかけたこともあるけれど、就職して働きはじめて、改めてお父さんの偉大

さがよくわかりました。

お父さんは、私にとって理想で尊敬する人です。これからも、ずっと元気でいてください。

お母さんへ

私はずっと体が弱くて、いつも心配ばかりかけたね。

お母さんが家事の合間に、私に絵本を朗読してくれたのを今でもよく覚えています。

お話の続きが知りたくて、いつもお母さんにせがんで困らせたこともありました。待合室で懐かしい絵本を目にす

るたびに、お母さんの声を思い出して優しい気持ちになれます。

どんなことがあっても、朝早く起きてご飯や美味しいお弁当を作ってくれたり、色んな相談に乗ってくれて本当に

ありがとう。

これから離れてしまうけど、お母さんのことをずっと頼りにしてます。家に帰った時にはお母さんの手料理を楽し

みにしてるね。いつまでも元気でいてください。

↑※新郎（新婦）謝辞と重複するため不要です。

＞

＞

＞

たおかげで

そして、こんなに多くの皆さんに祝福していただけて心から幸せに思います。

家族のみんな

おとうさんへ。

家族に宛てた手紙が仰々しすぎる印象にならないように。

※母親と表現を揃える

※この部分は曖昧にしたほうがいいです。

※現在も病弱であるという印象を与えないため。

▼どこの待合室ですか？

※父のどんなところに偉大さを感じるのか
理由を書きましょう。

※どんなと相談で気持ちが楽になったのか
簡単なエピソードを入れましょう。

※キャンプや海水浴などと具体的に　

（家族の） （かけがえのない）てありがとう。

いろいろと

幼いころは

読み聞かせてくれた

◯◯の待合室で

帰宅が遅くなるときは くれたね。また、◯◯や◯◯など

あり

◎
　　　どんなに忙しくても

「離れちゃうけど」は、皆様に結婚することに消極的だと受け取られる恐れがあります。
また、これからもお母さんをあてにしているという印象にならないよう、私がお母さんに
してあげたいことを書いたほうが良いでしょう。

▼

▼

▼

SAMPLE



親しみやすさ

分かりやすさ

エピソード

まとまり

文字数

め
http://www.medetai.com/

まこちゃんへ      

（お姉ちゃんとは）小さい頃からいつも一緒だったよね。
私が、後をついていって困らせたこともあったと思います。

まこちゃんは、（私にとって）とても心強い存在でした。

これからもパパとママの、面倒をしっかり見てあげてね。

それから、雄三さんのお父さん、お母さん。

私の事をとても大切にしてくれる雄二さんを精一杯支え、大切にしていきたいと思います。 

若くて未熟な私は、何かと至らぬところも多く、ご迷惑をおかけすることもあるかと思いますが、ずっとご指導く

ださいますようお願い申し上げます。

例）まだまだ未熟な私たちですが、　ふたりで力を合わせて幸せな家庭を築きたいと思います。
どうか末永くよろしくお願いいたします。

▼まこちゃんが誰か分かるように、「お姉ちゃん」「姉」などの表現を入れましょう。

両親の面倒を姉に押し付けているような悪い
印象を与える表現です。一緒に助け合うという
意味の表現にしましょう。

▲どんな時に困らせたのかを入れましょう。　例）友だちの家へ遊びに行く時に後をついて ...　

▲義父母に対して「若くて」は謙譲の表現でないため。

※例）これからも仲良く力を合わせて、私達で両親を支えていこうね。

（最後になりましたが）※ついでに聞こえないように。

前向きなイメージで締めましょう。

新婦から両親へ感謝する気持ちがよく伝わってきます。
ただし、家族のことをよく知らないゲストにとっては、どんな様子だったのかイメージしにくいシー
ンもありましたので、エピソードに具体的な場所や出来事を入れると良いです。
自分の両親のことはお姉さまと一緒に支え、パートナーの家族は二人で大切にしたいという気持ちが
伝わるようにしましょう。

▼
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